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www.radiosurgery-net.org

研究会では会員の募集を行っております。
高周波メスを使った手術とはどのようなものか、その特性
を理解し使いこなすことによって、患者さんの苦痛を抑え
た低侵襲手術と、術後の QOL 向上を目指し、さらに科目
の枠を越えたテーマで「実践 Radiosurgery」を目的とした
研究会です。
※会員は有料です。会員申込の上、年会費（￥2,400）振込確認後、
　パスワードをお送り致します。ビデオの閲覧もパスワードが必要です。
※ホームページより会員登録できます。講習会、地方セミナーの参加
　のみの受付もしております。
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広島で開催する第 7回 JSCR地方セミナーは只今参加者募集中です！　万障お繰り合わせの上、参加をご検討いただきますようお願い申し上げます。
インフルエンザ流行の兆しです。皆様体調にはくれぐれもお気をつけください。本年もよろしくお願い申し上げます。
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電極の問い合わせ先：
株式会社エルマン -ジャパン・エィジア
TEL:06-6448-2511
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バイポーラ使用のため、高周波電流を周辺組織に拡散することな
く目的の部位に集中して探針先端部組織の凝固を確実に行います。
また、針の根元部分約 2cmに施されている絶縁コーティングに
よって、粘膜を傷つけず痂皮形成を大幅に低減します。


